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４．分析方法
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図10　今後の自己学修に必要なこと(複数回答)(n=330) 
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図８　授業以外に自分で実行していること(複数回答) 
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本学においても，学生の単位未修得者が年々増加傾向にあ
ることを鑑み，何らかの対応が求められることから，まず
は学修実態調査を実施することから取り組むこととした。
本学の全学生の傾向として，以下の点を課題と考えるこ
とができる。
１．授業時間外における予習・復習は，課題が出たときの
み実施している。
２．平日に授業時間外の学内滞在時間では，ほとんどの学
生は授業終了後に帰宅あるいはアルバイトのために帰
宅している。
休日の図書館利用による学内滞在時間では，全く利用
していない，または30分未満である。しかし，調査時期
が11月であったためか国家試験に係る学修を行うため
に利用している学生もいる。
３．平日の予習時間では，30分未満～1時間以内の予習をし
ている学生もいるが，ほとんどしていない。
休日の予習時間は，30分未満が多いが1～2時間の時間
を割いている。
４．平日と休日の復習時間は，30分未満が多いが，1～3時
間の時間を割いている学生もいる。これは，授業前の小
テストのため，課題レポート作成に割かれているものと
考える。
５．平日と休日の実習前の学修時間は，2～3時間の時間を
割いている。平日と休日の実習中の学修時間は，3～5時
間の時間を割いている。これは，実習と伴うための事前
学修に割かれているものと考える。
６．平日のアルバイト時間は5時間以内，休日では6時間以
上9時間以内が多い。
７．自己学修で実行していることは，講義のみで何もして
いない。しかし，今の自己学修では不十分であることは
認識している。
８．質問や相談は時々するが，その対処は友人に相談した
り，教えてもらったりしている。
９．今後の自己学修に必要なことは，自己学習書の活用，小
テストを増やす，個別指導のための教員の配置，ラーニ
ングコモンズ（自己学修ができる環境整備）の設置とし
ている。
本学は，専門職を養成することを目指しており，学生に
おいても単に資格取得のため，単位や卒業のためだけの学
修を行っているものではないと考える。学生の主体的な学
修態度は，自らの成長のために授業に集中すること，授業
で出される課題に主体的に取り組もうとすることである。
畑野は，主体的な学修態度を高めるためには，内発的動機
づけを高めることが最も望ましいとしている２）。そのため
には，学生に授業の合間や授業後の振り返りシートなどを
書かせることも有効と思われる。すでに取り組まれている
ものであるが，ただ単純に感想などを書かせるのではな
く，学生が学習した内容を整理し，構造化できるような問
いを設定することが必要となる。さらに，授業外の課題と
して授業内容を振り返させる機会として課題レポートを
出すことなども方法の一つであると思われる。そして，提
出された課題レポートや自己学修書などを丁寧に添削し，
必要に応じて個別指導につないでいくことが求められる。
学生は小テストを増やすことなども自己学修には必要な
こととしていることから各教員の授業の工夫が必要とな
る。
さらに，自己学修できる環境が整備，充実されるように
全学的に取り組んでいくことが必要である。
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